
新型コロナウイルス感染症
関連相談窓口
中小企業対象
経営・資金面の支援や相談窓口
▶市のホームページで紹介してい
ます。
新型コロナウイルスに関する電話相談
問厚生労働省（フリーダイヤル）
℡ 0120-565653

（受付午前 9 時～午後 9 時。土日・祝日も実施）
問茨城県庁内
℡ 029-301-3200（受付平日午前 9 時～午後 5 時）
問茨城県土浦保健所
℡ 029-821-5342（受付平日午前 9 時～午後 5 時）
※市公式ホームぺージで感染拡大防止に関する
各種取り組みに関する情報を掲載しています。

▶広報いしおか 3 月 15 日号で、4 月の休日診
療当番医（外科）を掲載しましたが、変更にな
りましたので、訂正してお知らせします。
　5 日と 19 日が石岡市医師会病院の予定でし
たが、下記の病院に変更になりました。その他
は変更ありません。
５日日　山王台病院　℡ 26-3130
12 日日　石岡市医師会病院　℡ 22-4321
19 日日　石岡第一病院　℡ 22-5151
26 日日　八郷整形外科内科病院　℡ 46-1115
29 日水　石岡循環器科脳神経外科病院 ℡ 58-5211
受付  午前 9 時～ 11 時 30 分・午後 1 時～ 3 時 30 分
※内科・小児科の休日診療は、市公式ホーム
ページでご確認ください。

訂正・変更のお知らせ
４月 休日診療当番医（外科）
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手洗いを徹底しましょう
新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、「手洗い」や「マスク着用を
含む咳エチケット」です。
ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れるこ
とにより、自分の手にもウイルスが付着している可
能性があります。外出先からの帰宅時や調理の前後、
食事前などこまめに手を洗いましょう。

新型コロナウイルス感染症に対する
石岡市のこれまでの対応と最新情報
は、ホームページで公開しています。　
　　　　　　詳しくはこちらから▶

（出典）厚生労働省



私たちが安心して、
石岡市で暮らすための
　　　　　　　「医療の未来」

　産科医は、24 時間体制の過酷な業務です。
平成 29 年、全国でお産ができる医療機関は、
15 年前の 3 分の 2 になりました。市内でも平
成 29 年 12 月、お産の取り扱いが終了。この出
来事を契機に、地域医療を取り巻く問題が一気
に顕在化しました。
　石岡地域（石岡市・小美玉市・かすみがうら市）
で働く医師たちで構成される石岡市医師会所
属医師の平均年齢は 65 歳。市が医師会に委託
している休日夜間緊急診療は、その中の 10 人
ほどの医師で継続してきましたが、市内で 15
年以上新たな医院の開業がないため、医師不
足を解消する目途も立ちません。
　4 月以降の内科・小児科の緊急診療の継続は、
大きな岐路に立っています。本当に必要な医
療を守るためには、どうしたらいいのかの選
択が迫られています。

▲石岡市医師会で行っている緊急診療の継続が、大きな岐路に立っています。
　3 月 11 日時点で、4 月以降の土曜日夜間緊急診療は休診になることが決定しています。

市内診療所のお産の取り扱い終了から 2 年。
4 月からは、土曜夜間の緊急診療が休診に。

持続可能な医療体制のある石岡へ
　持続可能な開発目標（SDGs）とは、「国連
持続可能な開発サミット」で採択された 17 の
目標からなるものです。
　国の「まち・ひと・しごと創生基本方針 
2019 」では持続可能な開発目標（SDGs）の
理念「誰一人取り残さない」社会の実現を踏
まえ「SDGs を原動力とした地方創生の推進」
を掲げています。市でも各施策に SDGs の観
点を取り入れ、この地域医療の課題に関して
も、この視点を入れて取り組んでいきます。

問 地域医療対策室　℡ 23‒5116
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石岡市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



和
２
年
1
月
、
石
岡

地
域
医
療
計
画
が
完

成
し
ま
し
た
。
10
年

後
の
石
岡
地
域
を
考
え
た
時
に
、

今
、
取
り
組
ん
で
お
か
な
い
と
い

け
な
い
の
が
医
療
の
問
題
で
す
。

こ
の
計
画
で
優
先
的
に
検
討
さ
れ

て
い
る
の
は
、
石
岡
第
一
病
院
を

公
立
化
し
て
、
石
岡
市
医
師
会
病

院
と
統
合
し
、
病
床
数
を
再
編
す

る
と
い
う
も
の
（
詳
細
Ｐ
７
）
で
、

計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、

２
月
９
日
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ

ま
わ
り
の
館
で
「
石
岡
地
域
市
民

医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
、

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
石
岡

地
域
に
必
要
な
医
療
体
制
」
に

つ
い
て
の
発
表
者
を
公
募
。
当

日
は
、
妊
婦
と
し
て
、
医
師
・

看
護
師
と
し
て
、
患
者
と
し
て
、

家
族
と
し
て
、
様
々
な
立
場
か

ら
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
、
市
内
で
は
一
年

間
で
４
６
４
人
の
新
生
児
が
誕

生
し
ま
し
た
。
し
か
し
市
内
医

療
機
関
で
は
、
平
成
29
年
に
お

産
の
取
り
扱
い
を
終
了
し
た
の

で
、
私
た
ち
は
市
外
の
病
院
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

お
産
の
で
き
る
病
院
の
減
少

は
、
産
科
医
を
取
り
巻
く
状
況

の
過
酷
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

お
産
と
い
っ
て
も
、
正
常
分
娩

か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
ま
で

様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
お
産

の
取
り
扱
い
を
復
活
さ
せ
る
た

め
に
は
、
一
人
の
産
科
医
に
か

か
る
過
剰
負
担
を
解
消
す
る
仕

組
み
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
松
葉

産
婦
人
科
と
冨
田
産
婦
人
科
で

は
、
妊
婦
健
診
は
継
続
し
、
冨

田
産
婦
人
科
で
は
空
き
病
室
を

活
用
し
、
助
産
師
の
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
赤
ち
ゃ
ん
と
１
日
過
ご

せ
る
「
産
後
ケ
ア
」
を
新
た
に

開
始
し
て
い
ま
す
。

　　　

市
で
は
子
育
て
世
帯
向
け
に

24
時
間
３
６
５
日
対
応
で
医
師

に
直
接
相
談
で
き
る
医
療
ア
プ

リ
「
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
」
を
導
入
予

定
で
す
が
、
実
際
に
小
児
救
急

を
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

の
外
来
診
療
の
約
７
割
は
、
市

内
医
療
機
関
で
受
け
入
れ
が
で

き
て
い
ま
す
が
、
入
院
と
な
っ

た
場
合
、
８
割
以
上
が
市
外
の

医
療
機
関
に
頼
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
、
小
児
の
入
院
体
制
に

も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

危
機
的
な
医
療
の
現
状
か
ら

山本真莉子さん
　　　　　　（国府在住）
▶計 画 で は 産 科 は
中 期 で の 対 策 と さ
れていましたが、遠
く か ら で も 妊 婦 さ
ん が 来 た く な る 素
敵 な 産 婦 人 科 の 施
設 を 1 日 で も 早 く
作ってほしいです。

令

小林雅人さん
（石岡市医師会所属医師）
▶この機を逃すと石
岡地域医療は厳しい
状況へ。病院の再編
統合は市民・医師・
行政で向き合い、実
現させるためにはど
うしたらいいのかを
考えていただきたい。

石突正文さん
（石岡市医師会病院長）
▶内科医が常勤で 3
人 い ま し た が 昨 年
退 職 し、 今 ま で 3
つ あ っ た 病 棟 を 閉
鎖せざるを得ず、医
師会病院は、大変厳
し い 状 況 を 迎 え て
います。

発表者の意見は抜粋
して、発言順に掲載
しています。全文は
ホームページで公開
しています。
掲載場所
くらし・市政▶健康・
福祉▶健康・医療▶地
域医療
全文はこちらから▼

▲冨田産婦人科の産後ケアの部屋

産
科
医
へ
の
過
剰
負
担

小
児
救
急
体
制
が
な
い
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令
和
元
年
の
救
急
車
出
動
件
数

は
、
前
年
よ
り
も
１
９
９
件
増
、

３
７
１
８
件
で
し
た
。
理
由
は
、

全
体
の
６
割
以
上
を
占
め
る
高
齢

者
の
搬
送
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
し
か
し
、
石
岡
地
域
で
は
病
床

不
足
の
た
め
救
急
搬
送
の
受
け
入

れ
が
困
難
で
、
土
浦
協
同
病
院
に

搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
半
数
。
急

性
期
を
脱
し
回
復
期
に
移
行
し
て

も
市
内
の
回
復
病
床
不
足
で
、
受

け
入
れ
不
可
能
な
こ
と
も
…
。

　
高
齢
者
率
は
２
０
２
５
年
に
は

36
％
、
２
０
４
０
年
に
は
44
％
と

推
計
さ
れ
、
今
後
、
高
齢
者
の
受

け
入
れ
が
困
難
に
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

　　

開
業
医
は
自
身
の
診
療
所
で

の
診
療
の
ほ
か
、
健
診
、
予
防
接

種
、
学
校
・
警
察
・
産
業
医
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
石
岡
地
域
に
は
、
11
の
病
院
、

８
の
有
床
診
療
所
、
40
の
無
床

診
療
所
が
あ
り
ま
す
が
、
市
内

で
は
15
年
以
上
、
新
た
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
開
業
が
な
く
、
現
在
、

医
師
た
ち
の
平
均
年
齢
は
65
歳
。

こ
の
ま
ま
新
規
開
業
の
な
い
ま

ま
10
年
が
経
っ
た
ら
、
平
均
年

齢
は
75
歳
で
す
。

　

妊
婦
、
子
育
て
世
代
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
、
家
族
を
介

護
す
る
人
な
ど
、
立
場
が
変
わ

れ
ば
、
医
療
に
求
め
る
優
先
度

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

全
世
代
に
応
え
よ
う
と
、
医

師
を
は
じ
め
、
医
療
に
携
わ
る

人
た
ち
が
現
場
で
奮
闘
し
て
い

ま
す
が
、
問
題
は
医
師
や
看
護
・

介
護
人
材
の
不
足
。
医
師
だ
け

で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
医
療

は
医
師
の
も
の
で
な
け
れ
ば
行

政
の
も
の
で
も
な
く
、
住
民
の

も
の
。

　
産
科
や
小
児
救
急
、
高
齢
者
の

看
取
り
や
在
宅
医
療
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
「
石
岡
市
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
必
要
な
医
療
と

は
何
か
？
」
を
真
剣
に
考
え
、
選

択
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆ 特集　私たちが安心して、石岡市で暮らすための「医療の未来」　問 地域医療対策室　℡ 23‒5116

櫻井より子さん
（大増在住）
▶ 母 が 103 歳 直 前
で 亡 く な る 7 か 月
間、 医 師 会 病 院 で
大変お世話になり、
看 護 体 制 の 素 晴 ら
し さ を 実 感。 病 院
閉 鎖 の 方 針 は 非 常
に残念です。

田口栄さん（半田在住）
▶医師会病院は送迎
車 が あ り 本 当 に 助
かっています。なく
なるかもしれないと
聞き非常に不安です。
藤吉法子さん（柿岡在住）
▶誰一人取り残され
ない体制づくりが実
現されるか疑問です。

杉本美江さん
（石岡在住）
▶全国の公立病院の
縮小閉鎖の中で、公
立病院というのは本
当 に い い こ と な の
か。公立病院化した
として、医師や看護
師の確保ができるの
か非常に不安です。

高塚正代さん
（市内看護師長）
▶医師だけでなく、
看護職・介護職も不
足しています。この
地域で働く介護の担
い手を増やしていけ
れば、医師・看護師
の負担軽減につなが
ると考えます。

茨城県医師偏在指標から
みる石岡市の状況

▶石岡市を含む土浦地域は、医師が
「少数でも多数でもない区域」とさ
れています。これは土浦市に医師が
集中しているためで、石岡市自体の
救急や入院などの場合は、近隣の中
核病院なしには成り立たないのが現
状です。
　中核病院に救急搬送される患者の
半数が、軽症の患者であることも課
題です。

増
加
す
る
高
齢
者
人
口

医
師
の
高
齢
化
も
進
行

地
域
医
療
は
住
民
の
も
の

（地図出典）県報ひばり 3 月号
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住
民
自
ら
が
地
域
の
医
療
を
考
え
行
動
す
る

そ
れ
が
「
地
域
の
再
生
」
へ
と
つ
な
が
り
ま
す

療
は
、
世
界
レ
ベ
ル

で
日
々
進
歩
し
て
い

ま
す
。
20
年
前
で
あ

れ
ば
、
一
人
の
医
師
が
患
者
を
診

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
複
数

の
専
門
科
の
医
師
で
、
一
人
の
患

者
を
診
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
の
高
度
・
専
門
化
は
進

ん
だ
結
果
、
若
い
医
師
は
高
度
な

医
療
技
術
を
学
べ
る
環
境
の
病
院

を
研
修
先
に
選
び
ま
す
。

　

高
度
・
専
門
化
に
対
応
し
た

病
院
に
は
、
医
師
が
集
ま
り
、

手
厚
く
看
護
師
・
医
療
ス
タ
ッ

フ
も
配
置
で
き
ま
す
。
最
新
の

医
療
を
提
供
で
き
る
た
め
、
短

い
入
院
日
数
で
、
大
量
の
患
者

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

結
果
、
高
い
診
療
報
酬
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
高
度
・
専
門
化
に
対
応

で
き
な
い
病
院
は
、
人
員
が
集
ま

り
に
く
く
、
入
院
日
数
も
長
く
な

り
、
患
者
も
ほ
か
の
医
療
機
関
に

流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、診
療
報
酬
も
低
く
、

採
算
割
れ
と
な
り
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
離
れ
て
い
く
と
い
う
悪
循
環

に
陥
る
の
で
す
。

　　
石
岡
市
の
20
年
後
、
２
０
４
０

年
の
高
齢
化
率
は
44
％
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
爆
発
的
な
高
齢

者
の
増
加
に
対
し
て
、
絶
対
的
に

医
師
・
看
護
師
・
介
護
士
な
ど

の
人
材
や
入
院
病
床
、
介
護
施

設
の
不
足
が
予
測
さ
れ
、
医
療
・

介
護
の
財
源
の
不
足
も
深
刻
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
の
救
急
体
制
で
は
対
応

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

過
去
10
年
に
お
い
て
、
都
市

部
を
除
く
、
全
国
の
就
業
者
数

は
減
少
傾
向
で
す
が
、
地
方
に

お
い
て
医
療
福
祉
は
、
就
業
者

が
増
加
し
て
い
る
数
少
な
い
分

野
で
す
。
高
齢
化
が
進
む
地
方

で
、
病
院
や
福
祉
施
設
は
将
来

に
わ
た
り
不
可
欠
な
、
地
域
の

産
業
と
い
う
側
面
も
も
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
も
結
局
は
、

医
師
が
集
ま
っ
て
く
る
医
療
機

関
の
有
無
が
問
題
で
す
。
病
院

の
再
編
統
合
は
、
地
域
に
医
療

を
残
す
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
。

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
大
学

医
学
部
へ
の
寄
附
講
座
な
ど
を

行
い
人
材
育
成
に
お
金
を
か
け

る
と
い
う
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
で
も
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に
診

て
も
ら
い
た
い
で
す
が
、
す
ぐ
に

名
医
は
育
ち
ま
せ
ん
。
医
師
を

育
て
る
に
は
患
者
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
す
べ
て「
人
任
せ
」

で
は
地
域
医
療
は
崩
壊
し
ま
す
。

住
民
を
含
め
た
病
院
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
地
域
医
療
を
考
え

行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

医

伊関友伸氏
（城西大学経営学部教授）
積極的に現場に入りながら
全国の自治体病院の経営の
研究を行う。総務省・内閣
府の委員を歴任。
県内では筑西市・桜川市病
院再編、鹿行地域病院再編
に関わる。

「病院の再編統合には、
　様々な意見があって当然。
　意見を表明できる場があること、
　その上でデータに基づく、
　議論を行うことが大切です」

　2 月 9 日の石岡地域市民医療シンポジウムでは、石岡地域
医療計画の策定に携わった、伊関友伸氏を講師に迎え、「地
域に医療を残すために必要なこと」と題して講演会を開催
しました。
　なぜ地方に医師が集まらなくなったのか、医療が持続可
能であるためにはどうしたらいいのか？
　伊関氏が、講演会でお話しされたことをご紹介します。

 広報いしおか 4 月 1 日号　№３４８  　　６　　　　　　

病
院
は
ニ
極
化
の
時
代
へ

医
療
・
介
護
人
材
の
不
足

ポ
イ
ン
ト
は
人
材
確
保

医
師
が
「
働
き
た
い
」
と

　
　
　
思
え
る
地
域
か
？
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◆ 特集　私たちが安心して、石岡市で暮らすための「医療の未来」　問 地域医療対策室　℡ 23‒5116

全国でも医師数の少ない茨城県
　人口 10 万人あたりの医師数の全国平均が 251.7
人に対して、茨城県は 189.8 人。
　これは、全国ワースト 2 位の少なさです。

石岡地域医療計画（令和２年１月策定）の基本理念
持続可能な医療体制で誰もが安心して暮らせる地域

医療供給体制の整備 医師確保 救急体制強化

短期 □医療資源を集約し、医師を呼び込める
医療機関（中核病院等）の整備

□病床機能の転換・増床
□新規診療所・助産院等の誘致・

開業支援
□入院受療率向上を目指した小児科の

充実
□医療機関の機能等に応じた役割分担の

強化
□施設や医療機器の維持・更新費用の

補助
□入院施設のある医療機関の状況等の

情報共有ができるような仕組みづくり
□医療機関への交通手段の確保
□介護老人保健施設等との連携を強化し

速やかな退院調整ができる体制構築

□人材確保のための補助
□小児科医の確保
□医師に対する PR 活動
□大学等への要望活動

□小児救急体制の強化
□二次救急体制強化の

ための補助等（実績等
に応じた補助含む）

□ ICT 等を活用した医療
相談（初期救急）

中期
□産科の新設
□医療資源の偏在や将来の外来診療の
　受け皿となるような公的診療所の開設

□研修環境の充実
□寄附講座による医師

確保
□産科医の確保
□石岡地域枠の奨学金

制度創設の検討　

長期
□在宅診療クリニックによる訪問診療や
　訪問看護の充実

□石岡地域の勤務医が、
一定期間希望する病院で
勤務できるような研修体
制の整備

（
１
～
２
年
）

（
３
～
５
年
）

（
５
～
10
年
）

絶対的に少ない
石岡市・かすみがうら市・小  美玉市の医師数
　人口 10 万人あたりの石岡市の医師数は 124.8 人、
かすみがうら市は 45.6 人、小美玉市は 71.2 人。
茨城県の平均も大きく下回っています。
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